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集団的自衛権NO！
武力で平和は築けない

NO.107

日向薬師から七沢温泉の間の展望台（七沢リハを展望）

・コラム散歩道   ❶
・日向薬師散策＆ビール

工場見学／おすすめの
１冊   ❷

・こだま俳壇／歴史教
室・講義／予告   ❸

・会員紹介
　（野間博子さん）  ❹
・県職員九条の会総会と

平和の集い／こだま会
総会案内   ❺

・第１０回輝け高齢期かな
がわの集い／人間ドッ
クの案内   ❻

・食文化を楽しむ会／神
奈フィルサンクスコン
サート   ❼

・絵手紙／こだま句会吟
行   ❽

今号の紙面

※会員の皆様へお願い…住所を変更された時は事務局までご一報を。０４５（２１２）３１７９まで

げ
て
、
県
央
・
県
北
地
域
の
活
動
に
本
腰

を
入
れ
ま
し
た
。

　

３
・
１１
福
島
原
発
・
有
事
法
制
・
消
費

　

昨
年
暮
れ
は
突
然
の
解
散

総
選
挙
で
、
あ
わ
た
だ
し
い

年
の
瀬
を
迎
え
ま
し
た
。
皆

様
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し

た
か
。
小
生
は
勇
躍
腰
を
上

税
１
年
半
後

の
増
税
・
社

会
保
障
改
悪

と
日
本
経
済

の
沈
没
目
前

の
危
機
感

で
、
憲
法
９

条
を
守
る
と

り
く
み
を
、

８０
歳
を
超
え

た
超
左
派
運

動
家
と
早
朝

宣
伝
を
続

け
、早
数
年
。

１
、
２
回
の

寝
坊
に
よ
る

欠
席
も
あ
り

ま
し
た
が
、「
健
康
維
持
」
と
「
継
続
は

力
な
り
」
と
の
思
い
で
、
頑
張
っ
て
い
ま

す
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
宣
伝
と
対
抗
し
、「
年

金
下
げ
る
な
」「
最
低
保
障
年
金
を
」
の

署
名
の
と
り
く
み
で
は
、
全
国
で
２９
万
筆

を
集
め
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
で
、
私

在
進
行
形
で
海
老
名
市
で
は
、
公
共
施
設

利
用
の
有
料
化
の
先
取
り
と
し
て
、
駐
車

場
使
用
料
、
会
館
使
用
料
、
図
書
館
の
在

り
方
検
討
で
喫
茶
店
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー

を
併
設
し
、
指
定
管
理
者
制
度
を
利
用
し

て
、
民
営
化
す
る
動
き
が
活
発
化
し
て
い

ま
す
。

谷村　寛

『つぶやきひろし』の一言

化
し
て
い
る

こ
と
と
思
い

ま
す
が
、「
楽

し
く
、
お
お

ら
か
に
」
を

モ
ッ
ト
ー

に
、
こ
だ
ま

会
の
面
々
の

持
ち
味
を
生

か
し
た
、
大

い
な
る
活
躍

を
期
待
し
て

『
つ
ぶ
や
き

ひ
ろ
し
』
の

一
言
と
し
ま

す
。

　

な
お
、
現

た
ち
の
く
ら
し
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の

か
。
日
本
人
の
平
均
寿
命
が
８０
歳
を
超
え

た
い
ま
、
７０
代
突
入
の
小
生
は
場
所
を
地

元
に
定
着
さ
せ
つ
つ
、
皆
様
と
と
も
に
後

期
高
齢
者
を
乗
り
切
る
所
存
の
今
日
こ
の

頃
で
す
。

　

県
職
労
連
や
こ
だ
ま
会
の
奮
闘
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
現
職
の
頃
と
は
大
き
く
変

写真は「１０・２５かながわ大集合」
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おすすめの一冊

８００円＋税

『八法亭みややっこ
� の憲法噺』

飯田美弥子　著

　

広
場
の
一
角
に
テ
ン
ト
（
５０
人

ほ
ど
）。和
服
姿
の
飯
田
さ
ん
。「
聞

い
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
」。
題
は

「
八
法
亭
み
や
や
っ
こ
の
憲
法
噺
」

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
座
布
団
「
不
安

定
で
す
ね
ー
」。
話
し
始
め
る
と
、

笑
い
の
渦
。

　

と
こ
ろ
で
、本
の
紹
介
で
し
た
。

「
そ
う
だ
、
落
語
で
や
っ
て
み
よ

う
」「
憲
法
１３
条
に
も
手
を
出
そ

薬
師
へ
の
石
段
埋
め
る
落
葉
か
な�

冬
紅
葉
静
か
に
深
く
山
を
染
め

　

黄
葉
・
紅
葉
の
重
な
り
は
射
し
込
む
光

に
も
映
え
、
深
ま
る
冬
山
の
景
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
日
向
薬
師
に
、

し
か
も
晴
天
の
日
に
来
ら
れ
た
こ
と
に
喜

び
を
感
じ
ま
し
た
。

　

あ
と
は
、
冬
日
を
浴
び
な
が
ら
だ
ら
だ

ら
と
下
っ
て
、
途
中
訪
れ
た
の
は
作
家
・

小
林
多
喜
二
が
逗
留
し
た
「
福
元
館
」。

外
か
ら
ガ
ラ
ス
越
し
に
見
学
し
ま
し
た
。

多
喜
二
宿
暮
ら
し
忍
ば
す
置
炬
燵

　

最
後
は
小
金
井
酒
造
イ
タ
リ
ア
レ
ス
ト

ラ
ン
で
の
昼
食
で
す
。
先
ず
は
、
地
ビ
ー

ル
で
こ
の
日
が
誕
生
日
と
い
う
参
加
者
が

い
て
、
二
重
の
乾
杯
を
し
ま
し
た
。

　

歩
い
た
後
の
生
ビ
ー
ル
は
、
胃
に
し
み

わ
た
り
ま
し
た
。

 

（
島
田
多
嘉
子
）

バ
ス
で
日
向
薬
師
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　

バ
ス
を
降
り
て
か
ら
薬
師
堂
へ
は
石
段

が
続
き
、
そ
の
石
段
を
黄
葉
・
紅
葉
の
落

葉
が
埋
め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
だ
ま
会
て
く
テ
ク

の
会
は
昨
年
の
１１
月
２７

日
（
木
）、「
秋
の
日
向

薬
師
と
地
ビ
ー
ル
見
学

会
」を
実
施
。当
日
は
、

雲
ひ
と
つ
な
い
晴
天
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。
小
田

急
伊
勢
原
駅
に
午
前
１０

時
に
１３
人
が
集
ま
り
、

秋の日向薬師と地ビールを満喫

セルバジーナのランチとビールをいただきました

う
っ
て
？
」「
国
を
愛
す
る
と
い
う
こ
と
」

「
日
本
国
憲
法
で
何
が
悪
い
！
」「
取
り
戻

す
っ
て
何
を
？
」
他
。

　

著
者
は
飯
田
美
弥
子
さ
ん
（
弁
護
士
。

ハ
ン
セ
ン
病
、
高
尾
山
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘

ら
せ
な
い
…
、
再
審
布
川
事
件
、
痴
漢
え

ん
罪
の
各
弁
護
団
ほ
か
）

　

発
行
は
花
伝
社
、
発
売
は
共
栄
書
房
。

２
０
１
４
年
５
月
３
日
刊
。

 

（
岩
柳
良
雄
）

福元館の離れ（１９３１年約１か月、小林多喜二が逗留）

七沢の川沿いの
黄葉が見事!!

てく・テクの会 多
喜
二
宿
暮
ら
し
忍
ば
す
置
炬
燵
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●第５９回歴史教室（散策）第５８回延期分
テーマ　江戸城址探訪
と　き　３月２６日（木）雨天中止
集　合　ＪＲ東京駅丸の内中央口
　　　　改札前午前１０時（時間厳守）
昼　食　各自持参
会　費　５００円（保険・写真等）
講　師　生方武羅夫・会員
申込先　こだま会事務所０４５（２１２）３１７９
　　　　または佐藤喜治０４５（３６１）０１１２
●俳句サークル「こだま句会」
　（会員募集中）
　月例句会（毎月第２木曜日１３時〜）
　３月１２日　４月９日　
ところ　県庁本庁舎６階共用会議室
指　導　太田土男先生（俳人協会）
会　費　８００円
申込先　こだま会事務所０４５（２１２）３１７９
　　　　または井村友彦０４６３（８１）４４９３
●囲碁同好会
月例会　毎月第１日曜日１２時から
場　所　「囲碁サロン」JR藤沢駅南口そば
申込先　こだま会事務所０４５（２１２）３１７９
●てく・テクの会
テーマ　高尾・さくら保存林の散策
と　き　４月２０日（月）
集　合　JR高尾駅北口集合１１時
申込先　こだま会事務所０４５（２１２）３１７９

こ
だ
ま
俳
壇
（
１
月
）

朗
ら
か
に
老
い
詠
む
友
の
賀
状
か
な
　
　

　
松
尾
佐
知
子

沖
縄
の
心
の
た
し
か
冬
銀
河
　
　
　
　
　

　
鳥
海
　
敏
雄

ク
レ
ー
ン
立
つ
市
街
化
農
地
冬
の
月
　
　

　
小
川
　
水
草

冬
銀
河
温
め
し
オ
カ
リ
ナ
一
吹
き
す
　
　

　
木
村
　
武
子

冬
枯
に
茶
色
の
猫
の
動
き
け
り
　
　
　
　

　
友
井
　
眞
言

シ
ク
ラ
メ
ン
迷
わ
ず
赤
を
選
び
け
り
　
　

　
高
橋
　
和
江

森
閑
と
更
け
ゆ
く
野
良
の
冬
の
月
　
　
　

　
松
本
　
正
治

ど
き
ど
き
も
華
や
ぎ
も
あ
る
初
句
会
　
　

　
白
井
保
次
郎

荒
れ
庭
の
墨
絵
と
な
り
ぬ
雪
の
宵
　
　
　

　
柳
瀬
　
節
子

寒
月
や
母
ゆ
ず
り
な
る
だ
ん
ご
汁
　
　
　

　
横
川
美
代
子

友
送
る
ハ
ン
グ
ル
の
詩
や
冬
北
斗
　
　
　

　
坂
　
　
　
守

足
早
の
夫
の
後
行
く
福
詣
　
　
　
　
　
　

　
島
田
多
嘉
子

秋
の
夜
ひ
孫
生
ま
れ
し
た
よ
り
あ
り
　
　

　
鈴
木
志
げ
子

両
肩
を
張
り
て
オ
リ
オ
ン
動
か
ざ
る
　
　

　
田
中
　
一
男

亡
き
夫
の
顔
に
隠
れ
し
寒
の
月
　
　
　
　

　
中
村
　
桂
子

寒
月
光
一
間
の
清
澄
無
心
な
る
　
　
　
　

　
三
井
　
光
子

お
正
月
外
で
遊
ぶ
子
は
ど
こ
に
　
　
　
　

　
井
村
　
友
彦

冬
銀
河
野
鍛
冶
調
子
上
げ
て
く
る
　
　
　

　
太
田
　
土
男

● こだま会事務局は毎週火曜日
（午前１０時〜午後４時）ボラン
ティアで運営しています。

● 各事業の問合せや、相談ごと
などは、電話またはＦＡＸ、
メールでどうぞ。

●住所　 ２３１−８５８８
　　　　 横浜市中区日本大通り１
　　　　県庁本庁舎６階
●電話　０４５（２１２）３１７９（代）
　FAX　０４５（２１２）３１７８
●メール　 kodama@kodamakai.

sakura.ne.jp

事務局だより

小
田
原
北
条
氏
五
代

第５８回
歴史教室
（講義）

　

県
庁
本
庁
舎
６
階
会
議
室
で
１１
月
２７

日
、
１３
時
３０
分
か
ら
１５
時
３０
分
。
講
師
は

生
方
武
羅
夫
氏
。
出
席
者
は
３
人
。

◆
は
じ
め
に

　

小
田
原
城
に
君
臨
し
た
小
田
原
北
条
氏

は
、
小
田
原
評
定
や
秀
吉
の
小
田
原
城
攻

め
で
有
名
だ
が
、
伊
豆
か
ら
関
東
の
一
部

を
治
め
て
い
た
こ
と
は
、
案
外
知
ら
れ
て

い
な
い
。

◆
北
条
早
雲
の
出
自

　

早
雲
の
出
自
は
謎
め
い
て
い
た
が
、
最

近
の
有
力
な
説
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
京

都
伊
勢
氏
の
一
族
・
伊
勢
新
九
郎
盛も

り

時と
き

で

あ
る
。
康
正
２
年
（
１
５
１
９
）、
６４
歳

で
没
し
て
い
る
。
な
お
、生
前
は
「
北
条
」

で
は
な
く
、「
伊
勢
早
雲
庵
」、「
早
雲
庵

宗
瑞
」
と
称
し
て
い
た
。

◆
早
雲
の
伊
豆
支
配
と
小
田
原
城
の
攻
略

　

早
雲
は
妹
（
北
側
殿
）
の
嫁
ぐ
駿
府
今

川
家
の
内
紛
に
つ
け
入
り
、
駿
府
に
入
っ

た
。
ま
た
、
伊
豆
堀
越
公
方
（
鎌
倉
公
方

足
利
家
）
の
内
紛
に
乗
じ
、
伊
豆
を
平
定

し
支
配
し
た
。

　

さ
ら
に
、
相
模
国
小
田
原
城
主
大
森
氏

出
し
て
い
る
。

◆
小
田
原
北
条
氏
の
領
国
の
形
成
と
経
営

　

小
田
原
北
条
五
代
は
、
早
雲
・
氏
綱
・

氏
康
・
氏
政
・
氏
直
と
続
き
、
秀
吉
の
小

田
原
城
攻
め
に
よ
り
氏
直
で
断
絶
し
た
。

し
か
し
、
五
代
の
当
主
に
よ
る
揺
ぎ
な
い

領
政
が
行
わ
れ
て
い
た
。
虎
の
印
判
状
に

よ
る
支
配
、
二
代
氏
綱
に
よ
る
北
条
氏
へ

の
改
姓
、
鎌
倉
八
幡
宮
の
再
建
、
検
知
な

ど
で
あ
る
。

◆
ま
と
め
と
し
て
後
北
条
の
行
方
は
？

　

鎌
倉
幕
府
の
執
行
北
条
氏
を
意
識
し
た

北
条
氏
へ
の
改
姓
で
あ
っ
た
の
で
、
小
田

原
北
条
氏
は「
後
北
条（
ご
ほ
う
じ
ょ
う
）」

と
言
わ
れ
て
い
る
。
政
敵
上
杉
氏
は
改
姓

を
認
め
な
か
っ
た
。
や
が
て
、
秀
吉
・
家

康
に
代
表
さ
れ
る
後
期
戦
国
時
代
に
。

　
終
わ
り
に
拙
句
を

　
　

枯
野
往
く
若
き
時
代
に
思
い
馳
せ

　
　

秋
深
く
北
条
五
代
学
ぶ
群

�

（
湯
川
　
勉
）

小田原城

を
急
襲
し

小
田
原
城

を
攻
略
し

た
。

　

以
後
、

関
東
一
円

に
勢
力
を

伸
ば
し
、

甲
斐
・
信

濃
に
も
進
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会員
紹介

−4３−

　

私
は
公
立
中
学
校
の
美
術
教
諭
と
し

て
採
用
さ
れ
、
そ
の
後
、
県
の
職
員
と

し
て
紅
葉
ヶ
丘
の
青
少
年
セ
ン
タ
ー
学

芸
部
文
化
課
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

　

技
術
吏
員
と
し
て
、
中
学
生
を
対
象

に
体
験
学
習
で
美
術
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
美
術
映

画
会
の
企
画
を
担
当
し
た
り
、
婦
人
会

館
で
婦
人
大
学
講
座
、
児
童
文
化
課
で

児
童
図
書
室
に
勤
務
し
て
き
ま
し
た
。

　

県
の
職
員
と
し
て
は
特
殊
で
、
仕
事

は
地
味
で
し
た
が
、
仕
事
が
自
分
を
大

き
く
育
て
て
く
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

退
職
後
は
、
還
暦
の
年
に
友
人
と
総

ざ
ら
い
の
二
人
展
を
や
り
、
一
区
切
り

つ
け
た
つ
も
り
で
し
た
。
そ
の
後
、母
・

父
・
相
棒
を
失
っ
て
身
の
周
り
を
整
理

す
る
つ
も
り
で
、
今
の
老
人
介
護
施
設

に
入
り
ま
し
た
。
今
は
こ
こ
を
起
点
に

動
い
て
い
ま
す
が
、
一
歩
都
会
を
離
れ

る
と
足
が
な
く
て
、
と
て
も
不
便
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　

今
は
年
に
一
回
、同
期
会
の
展
覧
会
、

旅
行
会
、
山
仲
間
と
の
「
ら
く
ち
ん
山

行
」、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
合
唱
等
に
出

歩
く
毎
日
で
す
。

　

そ
ん
な
中
で
１２
月
、
メ
サ
イ
ア
合
唱

の
発
表
会
に
、
こ
だ
ま
会
の
友
人
が
聴

き
に
来
て
く
れ
、
強
力
に
こ
だ
ま
会
へ

の
入
会
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
入
会
し

て
何
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

け
れ
ど
、
元
気
な
仲
間
の
動
向
を
知
る

こ
と
で
、
勇
気
と
気
力
を
も
ら
え
る
こ

と
を
期
待
し
て
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

今
、
７７
歳
、
ど
こ
が
痛
い
、
悪
い
で

は
な
い
け
れ
ど
、
年
と
と
も
に
全
体
が

脆
弱
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
無
理
と

努
力
を
程
々
に
生
き
続
け
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。＊　

　

＊　
　

＊

　

住
所
：
茨
城
県
石
岡
市
。

　

作
品
製
作
は
２
年
に
１
枚
く
ら
い
の

ペ
ー
ス
で
す
。

仕事が自分を
大きく育ててくれた

野間　博子さん

「女体山頂」２０１４年筑波山スケッチ会

「Tea�Time」
２００９年神奈川県シニア
美術展優秀賞

「月食」ラ・モーブ展
（２０１４年４月） 野間博子さん
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神
奈
川
県
職
員
九
条
の
会
は

昨
年
１１
月
２９
日
（
土
）、
横
浜

市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、「
総

会
と
平
和
の
集
い
」
を
開
き
ま

し
た
。
参
加
者
は
２７
人
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

総
会
で
は
、
事
務
局
長
の
佐

伯
義
朗
さ
ん
が
こ
の
１
年
の
会

の
と
り
く
み
と
し
て
、
憲
法
学

習
会
や
宣
伝
活
動
、
他
の
九
条

の
会
と
連
携
し
た
活
動
等
を
報

告
。

　

県
下
の
憲
法
を
め
ぐ
る
情
勢

で
は
、『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
の

学
校
図
書
館
で
の
規
制
、「
憲

ど
を
提
案
。
事
務
局
次
長
の
鳥
居
伸
太
郎

さ
ん
が
会
計
報
告
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
の
活
動
で
は
、
相
模
原
市
在
住
の

小
川
政
則
さ
ん
が
、「
相
模
原
地
域
の
平

和
運
動
」
を
報
告
。
５０
年
前
、
町
田
市
で

起
こ
っ
た
米
軍
機
墜
落
事
件
を
思
い
起
こ

し
、「
惨
事
の
な
い
平
和
で
静
か
な
空
を
」

と
平
和
像
建
立
運
動
を
広
範
な
人
た
ち
と

と
り
く
み
、
賛
同
者
や
募
金
活
動
が
進
ん

で
い
る
こ
と
を
強
調
。
鳥
居
伸
太
郎
さ
ん

は
「
田
園
調
布
九
条
の
会
」
の
戦
争
体
験

を
語
り
継
ぐ
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

続
い
て
、
国
連
Ｐ
Ｋ
О
な
ど
で
活
躍
し

た
伊
勢
崎
賢
治
さ
ん
（
現
・
東
京
外
語
大

学
大
学
院
教
授
）を
講
師
に
学
習
会
。テ
ー

マ
は
「
集
団
的
自
衛
権
を
め
ぐ
る
国
際
情

勢
と
日
本
の
行
方
」。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

を
使
っ
て
、
複
雑
な
国
際
情
勢
を
分
か
り

易
く
解
説
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、「
近
未
来
の
集
団
的
自
衛

権
」
や
「
共
通
の
脅
威
の
認
識
」、「
紛
争

の
対
処
の
方
策
の
一
致
」、「
非
武
装
で
の

参
戦
」
等
々
、
目
を
白
黒
さ
せ
る
言
葉
が

次
々
に
登
場
。
安
倍
内
閣
が
打
ち
出
し
た

「
集
団
的
自
衛
権
の
１５
事
例
」
に
つ
い
て

は
、「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
を
す

べ
き
理
由
に
な
る
も
の
が
一
つ
も
含
ま
れ

て
い
な
い
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

世
界
各
国
の
紛
争
現
場
で
、
紛
争
処
理

や
武
装
解
除
の
仕
事
を
し
て
き
た
伊
勢
崎

氏
。
ご
自
身
の
仕
事
を
「
紛
争
屋
」
と
自

認
し
、「
私
の
仕
事
が
一
日
も
早
く
な
く

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」
と
し
、
講
演

を
終
え
ま
し
た
。
伊
勢
崎
氏
の
主
張
は
、

１０
月
３０
日
発
行
の
『
日
本
人
は
人
を
殺
し

に
行
く
の
か
―
戦
場
か
ら
の
集
団
的
自
衛

権
入
門
』（
朝
日
新
書
）
で
明
ら
か
で
す
。

ご
一
読
を
お
奨
め
し
ま
す
。

�
（
鳥
海
敏
雄
）

「
紛
争
屋
」の
仕
事
が
早
く
な
く
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る（
伊
勢
崎
氏
）

と　き　２０１５年６月２７日（土）　１０時〜１２時
ところ　本郷台　あーすぷらざ
　　　　（横浜市栄区小菅ヶ谷１−２−１
　　　　　　　神奈川県立市民かながわプラザ１階）
　☆終了後レストラン「メルヘン」で懇親会
　☆今回は役員改選にあたります
　　詳細は次号『こだま会報』をご覧ください

『こだま会総会のご案内』と役員改選について第３１回

神奈川県職員九条の会が「総会と平和の集い」
法
改
正
を
求
め
る
会
」
の
結
成
や
「
憲
法

論
議
推
進
意
見
書
」
の
議
決
な
ど
、
憲
法

改
正
運
動
が
地
域
で
始
ま
っ
て
い
る
こ
と

を
強
調
。
今
後
は
、
情
勢
に
会
っ
た
学
習

会
や
集
い
の
開
催
、
会
員
の
拡
大
推
進
な

　

　

本郷台駅←至大船 至横浜→

横浜銀行

柏陽高校
○文

あーすぷらざ
栄土木
事務所

〒

スーパー
マーケット

JR根岸線・京浜東北線
↑至舞岡
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第１０回　輝け高齢期 in さがみはら

社会参加が
元気のもと

　
「
第
１０
回
輝
け
高
齢
期
ｉ
ｎ
さ
が
み
は

ら
」
は
１１
月
１３
日
（
木
）、「
杜
の
ホ
ー
ル

は
し
も
と
」
の
会
場
い
っ
ぱ
い
の
参
加
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
中
村
和
子
氏
が
あ

い
さ
つ
。
記
念
講
演
「
社
会
参
加
で
輝
く

高
齢
期
〜
高
齢
社
会
を
生
き
る
健
康
法

〜
」
と
題
し
て
医
学
博
士
・
鈴
木
宏
幸
氏

国
の
責
務
を
果
た
し
、
高
齢
者
を
一
人

ぼ
っ
ち
に
し
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
求
め
た

い
、
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

午
後
の
文
化
活
動
発
表
会
は
、
年
金
者

組
合
の
独
壇
場
。
太
鼓
演
奏
、
笑
い
を
よ

ん
だ
ズ
ッ
コ
ケ
踊
り「
麦
畑
」、日
本
舞
踊
、

笑
い
ヨ
ガ
、南
京
玉
す
だ
れ
、思
わ
ず
「
ア

ロ
ハ
ー
」
と
声
援
を
送
り
、
手
を
振
っ
た

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
猪
俣
ゆ
り
さ
ん
と
美
根
子

さ
ん
親
子
の
歌
と
ピ
ア
ノ
演
奏
、
松
平
晃

さ
ん
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
演
奏
、
参
加
者
４

５
０
人
の
大
合
唱
で
盛
り
上
が
り
、
交
流

を
深
め
、
拍
手
と
笑
い
に
包
ま
れ
た
楽
し

い
一
日
で
し
た
。

 

（
稲
本
春
雄
）

開演から熱気に溢れていました
爆笑につぐ爆笑、つどいを盛り上げた年金者組合

が
、「
社
会
的
責
任
を
持

つ
こ
と
が
認
知
症
予
防
に

つ
な
が
る
。
①
高
齢
期
の

健
康
の
考
え
方
、
②
高
齢

社
会
を
生
き
る
健
康
法
、

③
心
の
健
康
と
人
と
の
つ

な
が
り
、
④
認
知
症
の
理

解
と
予
防
」
の
４
つ
に
分

け
て
話
し
ま
し
た
。
趣
味

や
稽
古
ご
と
、
社
会
問
題

な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
が

高
齢
期
の
心
身
の
健
康
に

直
結
し
て
い
る
と
述
べ
ま

し
た
。

　

基
調
報
告
で
は
、
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
容
認
を

閣
議
決
定
、消
費
税
増
税
、

原
発
再
稼
働
、
国
民
生
活

破
壊
、戦
争
へ
の
道
な
ど
、

安
倍
政
権
の
暴
走
を
厳
し

く
批
判
。
高
齢
者
の
生
き

る
希
望
を
奪
う
社
会
保
障

政
策
で
な
く
、
憲
法
第
１３

条
、
２５
条
に
定
め
ら
れ
た

高齢者の社会保障政策を

人間ドックの受けられる場所が
増え便利になりました

こだま会の

１　けいゆう病院健診センター
　　　　横浜市西区みなとみらい３−７−３
　　　　TEL　０４５−２２１−８２９１

２　京浜健診クリニック
　　　　横浜市金沢区柳町３−９
　　　　TEL　０４５−７８２−３２２２

３　藤沢総合健診センター
　　　　藤沢市鵠沼橋１−１７−１１（順天ビル内）
　　　　TEL　０４６６−２３−３２１１

４　湘南健診センター
　　　　平塚市宝町１０−４（スポーツプラザ神奈中１階）
　　　　TEL　０４６３−２１−３８１１

５　かながわクリニック
　　　　横浜市中区元浜町４−３２　県民共済馬車道ビル
　　　　TEL　０４５−２０１−８５２１

◎�すでに１１月１８日の発送で人間ドックの健診についてご案内をお送りしていますが
健診内容・料金等については、各健診機関にお問い合わせください。また、お申
込みの際には、「こだま会会員」であることを必ず申し出てください。
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風
邪
に
負
け
な
い�

　
　
　
　
　

薬
膳
料
理

　

冬
に
向
か
っ
て
風
邪
に
負
け
な
い
身
体

づ
く
り
を
し
よ
う
と
１２
月
４
日
（
木
）、

横
浜
駅
西
口
か
ら
チ
ョ
ッ
ト
歩
い
た
と
こ

ろ
に
あ
る
横
浜
市
西
地
区
セ
ン
タ
ー
で
、

薬
膳
料
理
教
室
を
し
ま
し
た
。
体
の
陰
陽

消
長
が
緩
慢
に
な
る
こ
の
季
節
が
ら
、
温

陽
、
袪
寒
、
通
経
活
絡
の
献
立
で
し
た
。

調
理
指
導
は
亀
井
禎
子
さ
ん
。

〈
メ
ニ
ュ
ー
〉

❶
栗
と
鳥
も
も
肉
入
り
御
飯

❷
れ
ん
根
揚
げ
団
子
汁

❸
シ
ュ
ウ
マ
イ

❹
ほ
う
れ
ん
草
と
椎
茸
、黄
菊
の
酢
の
も
の

❺
生
姜
サ
ワ
ー

＊
全
部
の
造
り
方
を
紹
介
で
き
な
い
の
で

ご
く
一
般
的
、
シ
ュ
ウ
マ
イ
の
造
り
方
を

紹
介
し
ま
す
。
意
外
と
簡
単
で
す
、
お
試

し
を
。

〈
シ
ュ
ウ
マ
イ
〉

　

豚
挽
き
肉
２
０
０
ｇ
、
剥
き
海
老
１
０

０
ｇ
、
玉
葱
８０
ｇ
、
茹
で
筍
６０
ｇ
、
干
し

椎
茸
２
枚
、
シ
ュ
ウ
マ
イ
の
皮
１
袋
、
調

味
料
（
醤
油
小
匙
０
・
５
杯
、
酒
小
匙
１

杯
、
砂
糖
小
匙
１
・
５
杯
、
オ
イ
ス
タ
ー

ソ
ー
ス
小
匙
２
杯
）、
椎
茸
と
筍
を
煮
る

汁
（
鳥
が
ら
ス
ー
プ
２
／
３
カ
ッ
プ
、
醤

油
小
匙
２
、
砂
糖
小
匙
１
）、
飾
り
用
の

ク
コ
の
実
少
々
。

〈
作
り
方
〉

① 

椎
茸
は
水
で
戻
し
、
石
ず
き
を
取
り
３

〜
４
㎜
角
に
切
る
。
筍
も
同
じ
大
き
さ
に

切
り
煮
汁
が
な
く
な
る
ま
で
煮
て
お
く
。

② 

海
老
は
背
ワ
タ
を
取
り
、
塩
水
（
分
量

今年こそ、杉本さん、
布施木さんを
職場に戻そう！

外
）
で
洗
っ
て
水
気
を
切
り
包
丁
で
細

か
く
叩
く
。

　

 

玉
葱
も
粗
い
み
じ
ん
切
り
に
し
て
、
片

栗
粉
を
ま
ぶ
し
て
お
く
。

③ 

挽
肉
に
海
老
を
合
わ
せ
て
よ
く
混
ぜ
、

調
味
料
を
加
え
て
練
る
よ
う
に
混
ぜ
椎

茸
、
筍
の
汁
気
を
切
っ
て
、
玉
葱
も
加

え
て
混
ぜ
る
。

④ 

蒸
し
器
に
た
っ
ぷ
り
の
湯
を
沸
か
し
て

お
く
。

⑤ 

シ
ュ
ウ
マ
イ
の
皮
を
手
の
ひ
ら
に
置

き
、
食
事
用
の
ナ
イ
フ
で
種
を
真
ん
中

に
の
せ
て
包
む
。
親
指
と
ほ
か
の
指
で

輪
を
作
る
よ
う
に
し
て
シ
ュ
ウ
マ
イ
を

持
ち
、
周
り
を
絞
る
よ
う
に
し
て
筒
形

に
し
、上
を
平
ら
に
ナ
イ
フ
で
整
え
る
。

布
巾
か
ク
ッ
キ
ン
グ
シ
ー
ト
を
敷
い
た

蒸
し
器
の
上
段
に
並
べ
る
。
シ
ュ
ウ
マ

イ
の
上
に
飾
り
の
ク
コ
の
実
を
の
せ
る
。

⑥ 

蒸
し
器
の
蒸
気
が
上
が
っ
て
き
た
ら
上

段
を
セ
ッ
ト
し
、中
火
で
約
１０
分
蒸
す
。

皮
が
透
明
に
な
っ
て
く
れ
ば
出
来
上
が

り
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

ほ
こ
ほ
こ
と
あ
っ
た
か
〜
く
な
り
ま
し

た
。 

（
鳥
居
伸
太
郎
）

食
文
化
を
楽
し
む
会

　１月９日、県職労連旗開きが開催
されました。この旗開きに神奈川フィ
ル分会室内合奏団の演奏がありまし
た。「今年こそ、杉本さん、布施木さ
んを職場に戻そう！」と勝利を誓い
合いました。

　今年の ４月、神奈川県知事選挙が行われます。県政において現知事
は大企業優先の特区推進にみられるように、県民生活そっちのけで、
アベノミクスの推進を地域からすすめようとしています。
　県民が主人公で、平和を守り、高齢者を大切にする、子育てしやす
い、若者の雇用の充実、将来に希望がわく県政の実現のために、県職
労連も参加している「平和で明るい神奈川県政をつくる会」の擁立す
る候補者の勝利に力をあわせていきましょう。

県知事選に勝利を！
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奥津弘久さんの作品

　

俳
句
サ
ー
ク
ル
・
こ
だ
ま
句
会
は
昨

秋
、
２
泊
３
日
の
吟
行
に
で
か
け
ま
し

た
。『
奥
の
細
道
』
で
松
尾
芭
蕉
が
訪

れ
た
宮
城
野
を
歩
き
、
芭
蕉
を
追
慕
す

る
旅
で
し
た
。
参
加
者
は
１０
人
。

　

仙
台
駅
か
ら
常
磐
線
の
岩
沼
駅
で
下

車
。
駅
前
の
芭
蕉
像
を
囲
み
、
早
速
句

作
を
試
み
ま
し
た
。

　
蕉
翁
の
冬
空
に
立
つ
美
男
か
な

�

三
井
　
光
子

　

駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
に
分
乗
し
、
竹
駒

神
社
へ
。
当
社
は
日
本
三
大
稲
荷
の
ひ

と
つ
と
し
て
有
名
な
大
社
で
す
。
芭
蕉

が
曽
良
を
伴
い
こ
こ
を
訪
れ
た
の
は
、

元
禄
２
年（
１
６
８
９
）２
月
で
し
た
。

大
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
、
芭
蕉
百
回
忌
に

建
て
ら
れ
た
古
色
蒼
然
と
し
た
句
碑
が

あ
り
ま
す
。

　
さ
く
ら
よ
り
松
は
二
木
を
三
月
越

芭
　
蕉

　

神
社
か
ら
次
の
目
的
地
の
二
木
ま

で
、
徒
歩
で
約
５
分
。
曾
良
の
『
曾
良

旅
日
記
』
で
は
侍
屋
敷
が
多
く
並
ん
で

い
た
そ
う
で
す
が
、
今
で
も
そ
の
雰
囲

気
が
残
る
区
画
が
続
い
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
石
塀
に
は
先
の
大
震
災
の

名
残
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
崩
れ
塀
地な

震い

の
記
憶
や
返
り
花

�

　
田
中
　
一
男

　

二
木
に
あ
る
「
武
隈
の
松
」
は
、
古

来
よ
り
著
名
な
歌
枕
の
地
で
す
。『
奥

の
細
道
』
は
歌
枕
を
巡
る
旅
と
し
た
、

芭
蕉
の
あ
こ
が
れ
の
地
で
も
あ
り
ま
し

た
。
現
在
で
は
７
代
目
と
い
う
二
木
の

古
松
が
、豊
か
な
枝
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
落
紅
葉
二
木
の
松
根
に
二
三
葉

�

木
村
　
武
子

　

夕
食
は
仙
台
。
老
舗
の
居
酒
屋
『
お

で
ん
三
吉
』
で
摂
り
ま
し
た
。
震
災
の

被
害
で
一
時
は
廃
業
を
考
え
た
当
主
で

す
が
、
多
く
の
顧
客
に
支
え
ら
れ
繁
盛

し
て
い
ま
し
た
。

　
鍋
の
味
め
で
つ
つ
箸
の
せ
わ
し
さ
よ

�

柳
瀬
　
節
子

ひ
げ
根
ま
で
食
べ
ろ
と
酔
っ
て
鍋
奉
行

�

友
井
　
眞
言

　

翌
日
は
多
賀
城
址
を
尋
ね
ま
し
た
。

古
代
の
政
庁
跡
や
、芭
蕉
が
憧
れ
た「
壺

の
碑
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
小
春
日
の

な
か
、
ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
で
散
策
で

す
。

　
名
草
枯
る
小
道
た
ど
り
て
覆
堂

�

坂
　
　
　
守

　
多
賀
城
に
盛
衰
の
歴
史
年
の
暮

�

井
村
　
友
彦

　

旅
の
最
終
日
は
塩
釜
神
社
。
東
北
鎮

護
、
陸
奥
国
一
宮
の
古
社
で
、
広
大
な

境
内
が
あ
り
ま
す
。

　
冬
紅
葉
塩
釜
さ
ま
を
隠
し
け
り

�

三
井
　
光
子

　
み
ち
の
く
の
旅
の
終
わ
り
に
冬
桜

�

松
尾
佐
知
子

　

仙
台
駅
に
戻
り
、
市
内
を
散
策
。
冬

隣
の
市
内
は
買
い
物
客
や
観
光
客
で
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
冬
木
立
青
葉
通
り
に
人
の
息

�

鳥
海
　
敏
雄

�

（
文
・
田
中
一
男
）

▲岩沼駅前の芭蕉像を囲み

▲二木の松

冬
隣
・
奥
の
細
道
吟
行

俳
句
サ
ー
ク
ル・こ
だ
ま
句
会

絵
手
紙


